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今月は、青年委員会　北川卓委員長の素顔をちょっとのぞいてみま

した。

Ｑ１．ビルメンテナンス業界に入られたきっかけを教えてください。

北川）�父が現在の会社を経営していたのですが、親子で同じ会社なんてと
いった気持ちで大学を卒業してサラリーマンをしていました。その
父が心筋梗塞で何度も倒れ、小学生の頃から夏休みや冬休みなどに
清掃現場に入り違和感もなかったことから、半分親孝行のつもりでこの業界に入りました。

Ｑ２．協会の仕事で力を入れて取り組んでいる重点課題をお教えください。

北川）�総務友好委員会・ビルクリーニング部会・青年委員会に携わっています。�
どの委員会・部会でも、それぞれの委員のメンバーが忙しい中、協会の仕事に積極的に参加されてい
る姿に感心していますが、どの仕事というよりは楽しく取り組ませて頂き、その結果が何かに繋がれ
ばと思っています。

Ｑ３．学生時代はどのような学生生活を送られていましたか。

北川）�大学にはあまり行かなかったですね。就職が決まっているのに卒業するのが大変だった思い出と、貧
困生活だった思い出が懐かしいです。

Ｑ４．ご趣味やライフワークは？

北川）�前にもコラムで書かせて頂いたのですが、無趣味で困っています。麻雀は大学から数年前までよくやっ
ていましたが、今でも負けない自信はありますね。�
まあ家族と仲がいいので、現在は家族との旅行が一番楽しいですね。

Ｑ５．協会の仕事と本業の仕事の調整はどのようにされていますか。

北川）現在は理事１年生なので、協会中心に考えて調整しています。あと訓練センターや各種講師の予定も
あり、本業は専務である弟に頼っているのが現状です。

Ｑ６．最後に何か一言

北川）携わっている委員会部会のメンバーが本当に一生懸命で勉強になることも多く、協会ってそんなメン
バーに支えられているんだなって痛感します。�
あと、青年委員会のメンバーを募集しています。決して難しく考えずに、一緒に情報を共有して一緒
に楽しみませんか？

北川委員長ってどんな人？Ｑ＆Ａこ が 知 り た いそ
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委員会・部会

経営委員会

６月28日（火）出席者13名� 協会会議室

ＢＣＰ編纂分科会第一回会合

１．理事会報告

２．ＢＣＰ編纂分科会について

　　�第一回ＢＣＰ分科会の会合についての報告

を実施した。

３．マナー教育分科会について

　　�マナー分科会について９月に講演会を実施

し、その後全４回の有償講習会を実施する

事が決定した。

４．天神祭について

広報委員会

７月21日（木）出席者７名� 協会展示室

１．�「ＯＢＭマンスリー平成28年７月号」の編

集作業を行った。

２．�「ＯＢＭこみゅにけ～しょんず　VOL．88（盛

夏号）」入稿状況および表紙の確認を行った。

８月３日（水）出席者６名� 協会展示室

１．�「ＯＢＭこみゅにけ～しょんず　VOL．88（盛

夏号）」編集作業を行った。

８月17日（水）出席者７名� 協会展示室

１．�「ＯＢＭマンスリー平成28年８月号」の編

集作業を行った。

２．�「ＯＢＭこみゅにけ～しょんず　VOL．88（盛

夏号）」編集作業を行った。

青年委員会

８月３日（水）出席者７名� 協会会議室

１．青年委員会活動について

　　�青年委員会としての活動や経緯の報告が

あった。

２．その他

　　西日本サミットについて

　　�来年６月に行われる予定の西日本サミット

を青年委員会主催で行う事に決まった。

ビルクリ－ニング部会

６月29日（水）出席者18名� 協会会議室

１．Ｂ班　導入部について

２．Ａ班　シナリオについて

３．撮影日の確認

　　�11/１（火）～４（金）星光ビル管理　十三

研修センタ－にて実施

８月９日（火）出席者16名� 協会会議室

１．撮影日程、内容について

　　撮影日程は11/１～４にて確定

　　撮影場所：星光総合研修センタ－にて

　　Ａ班　11/１・２　Ｂ班　11/３・４

２．Ａ班　シナリオについて

　　�文言の削除や修正、シナリオ自体の削除を

検討

近畿地区本部だより

●�（公社）全国ビルメンテナンス協会　設立50

周年記念式典が開催され、50周年記念特別表

彰がありました。大阪協会関係の皆様をご紹

介いたします。（敬称略・順不同）

○厚生労働大臣感謝状

　・生活環境衛生分野

　　有馬弘治　阪本和夫　福井康之

　　加藤　博　土谷広美　下村康信

　・職業能力開発分野

　　坪川裕一　戸田弘明　西網哲夫

　　西岡秀希　西川静夫　滝口　宏

　　岡本博樹　小林達恵

○厚生労働省職業能力開発局長感謝状

　　小谷川みよ子　古川和人　吉田耕二

　　村田　聰　岸本隆司　澤村剛士

○全国ビルメンテナンス協会会長感謝状

　・全国協会役員・都道府県協会長分野

　　三橋一夫　梶山高志　山田吉孝

　・専門委員分野

　　佐々木洋信

○全国ビルメンテナンス協会表彰

　・ビル設備管理技能検定委員表彰

　　村田　聰　古川和人　岸本隆司

　・労災保険収支優良地区協会表彰（進歩賞）

　　（一社）大阪ビルメンテナンス協会

　　会長　佐々木洋信

　・�平成27年度厚生労働大臣表彰（職業能力開

発関係）

　　田賀好春

　皆さま、おめでとうございます。

●�平成28年度ビルクリーニング技能検定受検の

ご案内

・受付期間：�８月22日（月）～９月12日（月）

　　　　　　（消印有効）

・実技試験：�平成29年１月11日（水）～

　　　　　　２月２日（木）予定

※指定された受検日は変更できません。

・�実技ペーパーテスト・学科試験：平成28年11

月27日（日）

・合格発表：平成29年３月31日（金）

※�受検案内は近日中に送達文書にて各企業宛に

１部ずつ送付いたします。複数必要な方は大

阪協会事務局までご連絡下さい。ビルメンア

ビリティセンターよりダウンロードもできま

すので、そちらもご利用下さい。（http://

study.j-bma.or.jp）本年度はネット申請は

ございませんのでご了承ください。

＜重要なお知らせ＞

①�平成28年度経過措置として、１級の実務経験

年数は「３年以上」、１級実技試験について

は、単一等級と新・１級を選択可とする。（１

級学科試験は、新１級学科試験として統一す

る。）

②�受検手数料払込方法　コンビニ・ペイジー決

済あるいは銀行振込のどちらかを選択

・�受検者１人用【コンビニ・ペイジー決済】：受

検申請書・写真確認書受領後、払込票を送付

するので、期限までに払い込みしてください。

・�複数受検者用【銀行振込】：受検申請書・写

真確認書送付前に、全国協会へ連絡し（ＴＥ

Ｌ03-3805-7560）、指定の用紙を送付いたし

ますので、受検者名全員分を記入の上お振り

込みいただき、払込受付書（写しも可）を写

真確認書の裏面に貼付して、受検申請書とと

もに送付してください。

③障がい者の方への対応

・�障がい等により既定の受検環境条件では受検

者の技能を充分に発揮することが困難である

と考えられる場合、技能検定試験の意義が失

われることのない範囲で、一部資機材の変更

（３級の実技課題１）や補助具の使用等特別

の配慮を受けることができます。

・�特別の配慮を希望する場合は、受検を希望す

る地区の試験事務所に対し、「特別の配慮を

必要とする申請書」を請求し、受検申請時に

提出してください。未提出の場合は特別の配

慮が受けられませんのでご注意ください。（受

付の混雑する締切日近くを避け、できるだけ

早めにご提出ください。）

●�医療関連サービスマーク書類作成説明会のご

案内

・日　　時　�９月13日（火）13：00～17：00

・会　　場　�（一社）大阪ビルメンテナンス協

会　３Ｆ研修室

・参加対象　�医療関連サービスマーク（院内清

掃業務）の更新予定またはこれか

ら認定申請を希望する事業者の申

請担当者

・参�加�費　会員：3,240円/１人（消費税込）

　　　　　　一般：5,400円/１人（消費税込）

・申込方法　�参加費を指定の口座にお振込いた

だき、振込控えを添付の上、参加

申込書にてお申込ください。

・締�切�り　９月５日（月）

※�ＦＡＸにてご案内しておりますが、詳細は事

務局までご連絡ください。

事務局からのお知らせ

●�フロン排出抑制法のＱ＆Ａが改定されています。

　�大阪府　環境農林水産部　循環型社会推進室

青年委員会スタート

　経営委員会青年分科会は、今年度から

青年委員会として活動を開始しました。

まずは正式の委員会となった経緯をた

どってみたいと思います。

　大阪ビルメンテナンス協会にはかつて

青年部がありましたが、メンバーの減少

などで活動休止状態となってしまいまし

た。６年前に青年分科会の形で活動を再

開し、各地で開かれる青年部全国大会に

大阪協会の若手として出席するなど、他

府県の協会青年部との交流を進めたほ

か、天神祭のビルメン神輿や清掃ボラン

ティアの運営に協力するなど、大阪協会

の他の委員会との連携を活動の柱にしま

した。勉強会や業界関連企業の工場など

の見学会なども行ってきました。

　今回、大阪協会として次の時代の担い

手である業界の若手を積極的に育成しな

ければならないとの議論が盛り上がり、

会長の直轄組織として青年委員会が発足

しました。

　メンバーも４名から10名まで増え、

様々なことにチャレンジできる体制が少

しずつ整い始めました。青年委員会とし

ては、まずは各地の協会で活躍している

若手との交流や大阪協会内での他の委員

会との連携など、これまで取り組んでき

た活動をいっそう拡大させていきます。

交流の輪の拡大に関しては、国内だけで

なくアジア、そして世界も視野に入れて

いこうと考えています。

　一方で、新しい課題へのチャレンジに

ついての議論も進めています。メンバー

からは、すでにいくつかアイデアが出て

います。それらのアイデアを実現してい

くためには、新しいチカラがもっと必要

です。

　業界経験の浅い方でもけっこうです。

他の委員会の活動は難しそうだとため

らっている方もいらっしゃるかもしれま

せん。若手に協会経験を積ませようと考

えている企業もあると思います。ぜひ、

青年委員会で一緒に活動してみません

か。　　　　　（青年委員会　梶山孝清）　

ズームアップ
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産業廃棄物指導課　建設廃棄物指導グループ

よりお知らせがありました。７月20日付けで

フロン排出抑制法のＱ＆Ａが改定されていま

す。詳細は環境省ホームページをご覧くださ

い。

・�フロン排出抑制法Ｑ＆Ａ集（平成28年７月20

日第３版）

　�http://www.env.go.jp/earth/ozone/cfc/

law/kaisei_h27/furon-act_faq_ver3.pdf

・（参考）第２版から第３版への修正箇所

　�http://www.env.go.jp/earth/ozone/cfc/

law/kaisei_h27/furon-ref_qa_2to3.pdf

訓練センターだより

●�ビルクリーニング科訓練複数等級課題別「資

機（器）材一覧」表をホームページに掲載い

たしました。

　（一財）建築物管理訓練センター　ホームペー

ジよりダウンロードできます。

　http://www.bmtc.or.jp/をご覧ください。

会員だより

●�住所・電話番号・ＦＡＸ番号変更

〔正会員〕

・マンネンサービス株式会社

〒540-0029

大阪市中央区本町橋６-21

シャンボール内本町1203号室

ＴＥＬ�06-6943-0881　ＦＡＸ�06-6943-0882

� （平成28年８月23日より）

講習会お知らせ

訓練センターだより

●�平成28年度ビルクリーニング技能検定受

検準備講習のご案内

・受付期間　８月８日（月）～

　　　　　　９月12日（月）必着

・講習日数

　　１級：実技２日間、学科２日間

　　２級：実技１日間、学科１日間

　　３級：実技半日間、学科１日間　

・講習日程　�実技は12月、学科は11月で予

定（近畿地区）

・受講資格

　　①�ビルクリーニング技能検定の受検資

格を有する者であること

　　②�ポリッシャー操作が十分出来る者で

あること

・申込方法

　　①受講申込書に必要事項を記入

　　②�受講料払い込み領収書の写しを申込

書裏面に貼付

　　③�返信用レターパックプラス（510円）

１通に返送先の住所・氏名を記載、

２つ折りにしてＡ４封筒に同封して

送ってください。

　　④�受講資格の免除がある方は、「写し」

を添付してください。

※�複数部希望の方、その他詳細は事務局ま

でご連絡下さい。

教育センターだより

(公財)�日本建築衛生管理教育センター講習

会予定

●統括管理者（再）

・�受付期間　平成28年９月12日(月)～16日(金)

・�実施期間　平成28年10月24日（月)～25日(火)

●排水管清掃作業監督者（再）

・�受付期間　平成28年９月12日(月)～16日(金)

・�実施期間　平成28年10月27日(木)～28日(金)

●防除作業監督者（再）

・�受付期間　平成28年９月20日(火)～27日(火)

・�実施期間　平成28年11月１日（火)～２日(水)

・�　　　　　平成28年11月10日（木)～11日(金)

●防除作業監督者（新規）

・�受付期間　平成28年10月18日(火)～24日(月)

・�実施期間　平成28年11月28日（月)～12月２日(金)

☆いずれも阪急千里中央ビルにて

※�申込期間中、早めにお申し込み下さい。

　�用紙のダウンロード・お申し込みは公益

財団法人日本建築衛生管理教育センター

へ。

　�（ホームページ�http://www.jahmec.or.jp/、

ＴＥＬ　06-6836-6605）

愛犬はいかがですか？� 理事　京�藤�富�彦

　みなさんにとって癒しは何でしょうか？�私の場合はゴ

ルフに行くか愛犬とのふれあいです。但しゴルフについて

はさほど上手くもならず、友人のナイスショットを見て、

逆にストレスが溜まることもしばしばです。その点ゴルフ

からの帰りを待ってくれている柴犬は癒しの存在です。み

なさんの中には、世話が大変だとか、家が汚れるという方

もおられるでしょうが、一度ふれあうと癒されること間違

いありません。

　私が最初に犬を飼い始めたのは小学生の時で、自分が選

んだわけでもなく、前触れもなく家にやってきた秋田犬（名

前はジロー）でした。その頃は私自身が幼かったこともあ

り、世話もせず気が向いたときに一緒に遊ぶ程度でした。

そんな接し方をしていたからか、はたまたジロー君が私の

ことを憶えていなかったのかわかりませんが、ある日家の

外門が閉まっていたので塀を乗り越えて家に入ろうとした

ら、突然ジロー君が私を襲ってきて噛みつきました。それ

以降、私とジロー君の間にはお互いが遠慮をするという微

妙な関係が生まれたのでした。その後も私自身は大した世

話をすることもなく、ただ漠然と自宅の庭には秋田犬がい

るという感覚でした。しかしジロー君が老犬となり家の中

で飼うようになってからは、段々と家族の一員のようにな

り、帰宅時には尻尾を振って迎えてくれるようになりまし

た。ある寒い冬の朝に突然、毛布にくるまったまま死んで

しまった時は、もっと大切に世話をしておけば良かったと

後悔したものです。

　それから30年ほど経った頃、娘たちから犬を飼いたいと

言われた時は、自身の経験から『自分達で世話をするはず

が無いのでダメ』と何回も言ってきました。しかしある日

帰宅すると玄関に柴犬（名前はミミ）が寝ておりました。

完全なる家族のフライングというか、私の意見は無視して

いることこの上なしです。案の定１ヶ月も経たないうちに、

娘たちは散歩だけでなくエサもやらない状態となり、結局

は妻と私で世話をして現在に至っております。まあ、最近

はそれが世話をしてなかったジロー君への罪滅ぼしになる

かなぁと思っておりますし、家族が各自別行動するように

なってきた今日この頃は、私にとってはミミ君の存在がま

すます大切なものになっております。ペットをお持ちでな

い方、飼おうか迷われている方は、一度近くのドッグカ

フェへでも行かれて、癒しの時間を体験されるのは如何で

すか？　おすすめですよ！

新刊のご案内

・�第21回世界ビルメンテナンス大会報告書

　※動画は「YouTube」にＵＰしております。

　　http://youtu.be/TW-X-uDeLx0

　（公社）全国ビルメンテナンス協会

　TEL：03-3805-7560

　http://www.j-bma.or.jp/

　平成28年７月発行

・ビルメンテナンス業紹介動画～清掃編～ＤＶＤ

　※�東京協会のホームページよりダウンロードも

可能です。

　（一社）東京ビルメンテナンス協会

　TEL：03-3805-7555

　http://www.tokyo-bm.or.jp/

　平成28年８月

※�ビルメン情報プラザ　Obit（オービット）では、閲覧のみに

なります。

　購入ご希望の方は、発行元にお問合せ下さい。

　　開館時間　10:00～16:00（土・日・祝休）

　　�会議等でご利用になれない時もありますので、ご利用の際

は事前にお問合せ下さい。

ビルメン情報プラザ Obit（オービット）通信
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「
天
神
祭
」
清
掃
・
神
輿

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

大
代
興
業
㈱�

山�

田�　

�

心

　

昨
年
は
雨
で
中
止
に
な
り
残
念
に
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
今
年
は
お
天
気
も
よ
く
仲
間
と

一
緒
に
お
神
輿
を
か
つ
い
で
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
毎
年
参
加
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
代
興
業
㈱�

八�

百�

信�

行

　

朝
の
う
ち
、
び
ょ
う
い
ん
の
け
ん
こ
う
し
ん

だ
ん
を
し
た
の
で
、
祭
は
、
歩
き
と
う
ち
わ
だ

け
に
な
っ
て
し
も
た
。
さ
び
し
い
。

大
代
興
業
㈱�

小�

山�　

�

薫

　

初
め
て
の
参
加
で
支
援
者
と
し
て
う
ち
わ
仰

ぎ
を
す
る
予
定
で
し
た
が
、
ど
さ
く
さ
に
紛
れ

て
神
輿
担
ぎ
と
な
り
同
じ
く
初
め
て
の
体
験
の

障
が
い
者
の
か
細
い
女
性
と
並
ん
で
、
は
ら
は

ら
ド
キ
ド
キ
と
思
っ
た
よ
り
ず
っ
し
り
と
重
た

く
一
歩
一
歩
動
く
の
も
大
変
で
、
障
が
い
者
の

女
性
は
半
泣
き
に
な
っ
て
い
て
心
配
し
ま
し
た

が
、
後
か
ら
聞
け
ば
重
た
か
っ
た
が
皆
と
一
体

感
が
あ
り
、
貴
重
な
体
験
が
出
来
て
と
て
も
良

か
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
の
で
、
私
も
全
く
同
じ

気
持
ち
で
し
た
の
で
普
段
の
ス
ト
レ
ス
も
吹
き

飛
ん
で
す
が
す
が
し
い
気
分
で
皆
で
帰
宅
し
ま

し
た
。
貴
重
な
体
験
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈱
オ
リ
エ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス�

西�

野�

立�

樹

　

今
回
初
め
て
天
神
祭
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
七

月
二
十
三
日
の
天
神
祭
神
輿
の
方
に
参
加
し
ま

し
た
が
、
祭
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
体
今
回
が
初

め
て
の
参
加
で
し
た
。

　

い
つ
も
な
ら
、
外
か
ら
見
て
い
た
だ
け
で
し

た
が
、
今
回
は
神
輿
を
担
が
せ
て
も
ら
い
想
像

以
上
に
疲
れ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
で
す
が
、

す
べ
て
終
わ
っ
て
目
的
地
に
到
着
し
た
と
き

は
、
何
と
も
言
え
な
い
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
は
自
分
に
と
っ

て
、と
て
も
い
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
、

来
年
度
は
街
の
ゴ
ミ
を
清
掃
す
る
ダ
ス
ト
バ
ス

タ
ー
ズ
に
も
参
加
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

㈱
ケ
ン
ト
ク�

冨�

田�

行�

則

　

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
五
日
に
恒
例
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
Ｂ
Ｍ
協
会
の
各
企
業
様
、
Ｂ
Ｍ
協
会
実

行
委
員
の
総
勢
九
十
名
余
り
の
方
々
と
各
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、
決
め
ら
れ
た
エ
リ
ア
の
清
掃

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
配
し
て
い
た

雨
も
降
ら
な
く
、
気
温
の
上
昇
も
激
し
く
な
い

中
で
作
業
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
三
大
祭
の
１

つ
で
あ
る
天
神
祭
で
多
く
の
見
物
客
が
来
ら

れ
、
花
火
が
上
が
る
時
間
帯
は
ピ
ー
ク
の
に
ぎ

わ
い
で
す
。
こ
の
間
は
待
機
、
休
憩
で
す
。
こ

の
後
が
我
々
の
本
当
の
出
番
で
す
。
Ｂ
Ｍ
協
会

の
方
々
と
協
力
を
し
て
活
動
で
き
た
事
は
素
晴

ら
し
く
環
境
美
化
へ
の
意
識
が
高
ま
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

㈱
ケ
ン
ト
ク�

西�

村�　

�

陽

　

何
年
か
ぶ
り
に
天
神
祭
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は

午
後
か
ら
雨
天
に
な
る
と
の
予
報
で
心
配
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
雨
が
降
る
こ
と
は
な
く
、
思

え
ば
こ
の
お
祭
り
の
時
は
雨
に
見
舞
わ
れ
た
記

憶
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
大
川
の
近
く
も

花
火
が
上
が
る
ま
で
は
人
通
り
も
さ
ほ
ど
多
く

な
く
、
ゴ
ミ
の
量
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
時

間
内
で
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
中
心
に
拾
い
集

め
、
真
剣
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
っ
た
全
て
の
方
が
、

日
常
か
ら
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
す
る
こ
と
な

く
、
環
境
の
美
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

興
産
管
理
サ
ー
ビ
ス
・
西
日
本
㈱�

�

　

野�

口�

伸�

介

　

今
回
、
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

全
員
で
そ
ろ
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
す
る

事
で
一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
天
神
祭
独
特
の
高
揚
感
の
中
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
高
く
作
業
に
取
り
組
む
事
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
普
段
の
仕
事
か
ら
一
歩
離
れ
た

と
こ
ろ
で
、
こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
事
に
参
加

さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
あ
ま
り
な
い
こ
と
で
す
の

で
、
ま
た
の
機
会
に
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

興
産
管
理
サ
ー
ビ
ス
・
西
日
本
㈱�

�

　

水�

田�

嗣�

久

　

初
め
て
天
神
祭
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
角
度
で
天
神
祭
を
楽

し
む
事
が
出
来
ま
し
た
。
私
は
今
ま
で
別
の
職

種
に
就
い
て
お
り
、
五
月
よ
り
清
掃
業
界
で
働

い
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
は
ゴ
ミ
の
分
別
や
道

に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
た

事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
が
清
掃
す

る
よ
う
に
な
り
ゴ
ミ
に
対
し
て
の
意
識
が
高
ま

り
ま
し
た
。
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
て
ゴ
ミ
箱

の
設
置
や
周
辺
の
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
に
よ
り
、

自
分
が
今
ま
で
楽
し
ん
で
き
た
祭
は
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
て
い
る
、
ま
た
清
掃
を
通
し
て
人

の
役
に
立
て
て
い
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
参

加
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
総
合
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス�

�

　

小
笠
原
恵
介

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
の
は
二
回

目
で
以
前
は
昼
間
の
作
業
で
し
た
が
、
今
回
は

夜
中
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
祭
り
の
後
の
清
掃
が
大
変
だ

と
い
う
こ
と
は
よ
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
へ
と
へ
と
に
な
る
だ
ろ
う
な
と
、
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
以
前
同
様
、
思
っ
た
よ
り
は
楽

な
仕
事
で
し
た
。

　

作
業
量
も
少
な
く
、
ゴ
ミ
も
思
っ
た
以
上
に

ま
と
ま
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
捨
て
ら
れ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
も
手
伝
え
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。㈱

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク�

�

　

杉�

原�

弘�

英

　

今
回
初
め
て
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夏
祭
り
等
で
大
量

に
出
る
ゴ
ミ
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
清

掃
し
て
い
る
事
に
驚
き
ま
し
た
。
昨
日
も
花
火

大
会
前
に
は
、
大
勢
の
見
物
人
で
、
終
了
後
に

清
掃
が
で
き
る
か
心
配
で
し
た
が
、
主
催
の
方

の
指
示
に
従
っ
て
行
う
と
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま

し
た
。
付
近
の
住
民
の
方
も
喜
ん
で
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
主
催
者
の
皆
様
、
事

前
準
備
、
的
確
な
指
示
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

【
天
神
祭
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
企
業
】
三
十
七
社
・
団
体

㈱
ア
イ
ワ
サ
ー
ビ
ス
、
朝
日
建
物
管
理
㈱
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
、

大
代
興
業
㈱
、
㈱
加
藤
均
総
合
事
務
所
、
環
境
衛
生
薬
品
㈱
、
関
西
明
装
㈱
、

㈱
カ
ン
ソ
ー
、
協
和
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
㈱
ケ
ン
ト
ク
、

興
産
管
理
サ
ー
ビ
ス
・
西
日
本
㈱
、
光
洋
商
事
㈱
、
互
光
建
物
管
理
㈱
、

㈱
下
村
工
務
店
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
総
合
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
、

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク
、
㈱
セ
イ
キ
、
星
光
ビ
ル
管
理
㈱
、

㈱
セ
イ
ビ
大
阪
、
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
大
阪
㈱
、
㈱
太
陽
ビ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

㈱
第
一
、
大
都
美
装
㈱
、
㈱
高
浄
、
㈱
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
、
内
外
美
装
㈱
、

南
海
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
日
建
管
理
㈱
、
日
本
管
財
㈱
、
㈱
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ
、

㈱
美
交
工
業
、
ビ
ュ
ー
テ
ッ
ク
㈱
、
㈱
双
葉
化
学
商
会
、
㈱
三
橋
商
会
、

㈱
サ
ン
ク
リ
エ
イ
ト
、
ユ
シ
ロ
化
学
工
業
㈱
、
エ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

【
天
神
祭
神
輿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
企
業
】
二
十
一
社
・
団
体

㈱
ア
イ
ワ
サ
ー
ビ
ス
、
今
井
明
飾
㈱
、
大
代
興
業
㈱
、
㈱
オ
リ
エ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
、

環
境
衛
生
薬
品
㈱
、
協
和
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
近
鉄
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
、

㈱
ケ
ン
ト
ク
、
㈱
サ
ク
セ
ス
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
総
合
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
、

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク
、
㈱
セ
イ
キ
、
星
光
ビ
ル
管
理
㈱
、

大
都
美
装
㈱
、
㈱
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ
、
㈱
美
交
工
業
、
ビ
ュ
ー
テ
ッ
ク
㈱
、

㈱
三
橋
商
会
、
㈱
サ
ン
ク
リ
エ
イ
ト
、
㈱
万
立
、
エ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

【
飲
物
他
協
賛
企
業
】
二
十
五
社

㈱
榮
光
社
、
㈱
エ
イ
コ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
大
代
興
業
㈱
、
Ｏ
Ｓ
共
栄
ビ
ル
管
理
㈱
、

㈱
オ
パ
ッ
ク
、
㈱
加
藤
均
総
合
事
務
所
、
㈱
カ
ン
ソ
ー
、
協
和
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
、

コ
ス
モ
建
物
管
理
㈱
、
㈱
サ
ク
セ
ス
、
三
宮
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱
、

シ
エ
ル
商
事
㈱
、
㈱
下
村
工
務
店
、
㈱
信
栄
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
、

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
総
合
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
、

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク
、
㈱
高
浄
、
東
洋
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱
、

南
海
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
美
素
建
物
管
理
㈱
、
㈱
三
橋
商
会
、
㈱
ウ
ラ
タ
ニ
、

㈱
サ
ニ
ク
リ
ー
ン
近
畿
、
清
風
商
事
㈱
、
㈱
阪
和

�

（
敬
称
略
・
順
不
同
）　

天神祭神輿・清掃ボランティアにご協力いただき、ありがとうございました
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し
た
。
よ
い
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。㈱

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク�

�

　

三�

吉�　

�

保

　

今
回
天
神
祭
神
興
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨
の
予
想
で

し
た
が
、
曇
り
空
の
清
掃
し
や
す
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
過
去
に

天
神
祭
の
花
火
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
の
は
、

一
日
だ
け
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

早
速
受
付
を
済
ま
せ
、
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

と
帽
子
を
身
に
着
け
街
に
出
て
散
ら
ば
っ
て
い

る
ゴ
ミ
を
回
収
し
て
い
る
と
、
通
行
中
の
方
か

ら
「
お
疲
れ
様
」
「
あ
り
が
と
う
」
の
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
花
火
終
了

後
の
ご
み
の
多
さ
に
び
っ
く
り
す
る
と
と
も
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
来

年
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク　

�

�

中�

村�

祐�

之

　

初
め
て
の
参
加
で
し
た
。
当
日
は
、
花
火
鑑

賞
に
そ
れ
ほ
ど
適
し
て
い
な
い
待
機
場
所
付
近

で
も
人
が
大
渋
滞
で
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
人
が

例
え
少
し
の
ゴ
ミ
で
も
出
す
と
す
ご
い
量
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
残
し
、
飲
み
残
し
ゴ
ミ

は
取
扱
い
が
面
倒
で
す
。
今
回
の
清
掃
作
業
が

な
け
れ
ば
、
多
く
の
人
が
楽
し
み
に
さ
れ
る
天

神
祭
の
開
催
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
清
掃
会

社
の
一
員
と
し
て
清
掃
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
一

層
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
皆
様
の
準
備
に
よ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

い
い
汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク　

�

�

飯�

田�

昌�

幸

　

今
回
、
初
め
て
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
ま
し
た
。
四
十
回
を
超
え
る
開
催
実
績
が
あ

る
と
お
聞
き
し
、
Ｏ
Ｂ
Ｍ
の
地
元
貢
献
活
動
は

素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の

方
々
の
手
際
の
良
い
指
示
と
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
の
手
際
の
良
い
作
業
に
よ
り
、
み
る
み
る
内

に
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
箱
が
出
来
上
が
り
、
感
動

的
で
し
た
。
揃
い
の
緑
の
帽
子
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

着
用
し
た
一
〇
〇
人
近
い
参
加
者
が
道
路
を
パ

レ
ー
ド
（
？
）
し
な
が
ら
、
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し

て
い
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
ほ
と
ん
ど
ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
な
い
道
路
で
し
た
。
「
こ
の
箱
に
あ

ま
り
た
く
さ
ん
ゴ
ミ
が
入
ら
な
け
れ
ば
よ
い
な

あ
」
「
き
ち
ん
と
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
っ
て
ほ
し

い
な
あ
」
と
願
い
ま
し
た
。

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク　

�

�

シ
ュ
レ
ス
タ　

ラ
ク
シ
ュ
マ
ン

　

初
め
て
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し

た
。
大
勢
の
人
が
見
に
来
ら
れ
る
の
で
、
大
変

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
意
外
と
き
れ

い
で
驚
き
ま
し
た
。
私
の
国
ネ
パ
ー
ル
で
は
普

段
か
ら
ご
み
を
ポ
イ
捨
て
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど

で
私
も
そ
の
中
の
一
人
で
し
た
。
で
も
日
本
に

来
て
ゴ
ミ
箱
も
少
な
い
の
に
道
路
に
ゴ
ミ
が
な

い
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
日
本
に
来
て

か
ら
は
ポ
イ
捨
て
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
人
一

人
の
心
掛
け
な
ん
で
す
ね
。
良
い
こ
と
は
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
残
念
だ
っ
た

の
は
花
火
が
見
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
私
も
音
だ

け
じ
ゃ
な
く
花
火
を
見
た
か
っ
た
で
す
。
ま
た

参
加
し
た
い
で
す
。

㈱
第
一�
稲�
葉�

和�

弘

　

今
回
二
度
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
前
日
に
、
一
名
熱
中
症
倒
れ

た
と
お
聞
き
し
て
、
私
自
身
以
前
、
熱
中
症
で

Ｍ
Ｒ
Ｉ
ま
で
経
験
し
た
者
と
し
て
は
、
大
変
心

配
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
阪
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
様
の
配
慮
で
、
大
量
の
飲
料

水
、
食
料
等
の
準
備
を
頂
き
無
事
業
務
を
終
了

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
と
と
き
で

は
有
り
ま
す
が
お
互
い
顔
も
知
ら
な
い
者
同
士

が
一
つ
同
じ
目
標
に
向
か
い
業
務
を
遂
行
し
て

充
実
し
た
気
分
に
な
り
、
気
持
ち
が
リ
セ
ッ
ト

し
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
も
是
非
参

加
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈱
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ�

松�

本�

咲�

希

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
の
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
新
鮮

な
気
分
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同

じ
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
で
働
い
て
い
る
方

た
ち
と
実
際
に
会
え
た
こ
と
が
、
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
神
祭
を
楽
し
ん
で

い
る
方
た
ち
と
直
接
接
す
る
機
会
で
も
あ
る
と

い
う
こ
と
も
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
今
回
一
般

の
方
か
ら
道
を
尋
ね
ら
れ
て
も
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
次
か
ら
は
道
案
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
も
、
お
祭
り
に
来
た
方
に
は
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

㈱
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ�

巽�　

�

桃�

子

　

天
神
祭
神
輿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
、

今
ま
で
神
輿
を
担
い
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
自
分
に
で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
が
や
っ

て
み
る
と
不
安
よ
り
も
楽
し
さ
が
勝
ち
ま
し

た
。
普
段
よ
り
大
き
な
声
を
出
し
て
、
テ
ン
シ
ョ

ン
を
上
げ
て
、
ワ
イ
ワ
イ
行
え
て
よ
か
っ
た
で

す
。
一
緒
に
担
い
だ
方
々
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
、
良
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
と
て
も
暑
く
、
体
力
的
に
厳
し
か
っ
た

で
す
が
、
水
分
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
く
だ
さ

り
、
ま
た
、
移
動
先
で
も
す
ぐ
に
飲
め
る
よ
う

に
、
準
備
を
し
て
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

㈱
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ�

中�

井�

美�

月

　

今
回
、
神
輿
と
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
両
方

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
に

地
域
の
環
境
美
化
活
動
な
ど
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

天
神
祭
の
よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
初
め
て

で
し
た
。
規
模
の
大
き
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に

お
客
様
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー
が
問
わ
れ
る
と
思

い
ま
し
た
。
一
つ
く
ら
い
ご
み
を
捨
て
て
も
大

丈
夫
だ
ろ
う
と
軽
い
気
持
ち
で
捨
て
る
人
数
が

多
い
の
で
道
が
ご
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
自
分
が
お
客
側
と
し
て
参
加
す
る

と
き
は
、
ご
み
は
ご
み
箱
に
捨
て
、
分
別
で
き

る
も
の
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
い
き
た
い
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

㈱
美
交
工
業�

白�

山�　

�

実

　

今
日
は
、
南
森
町
に
集
合
し
て
、
み
ん
な
神

社
に
集
ま
っ
て
か
ら
、
滝
川
公
園
に
行
き
ま
し

た
。
二
時
五
十
分
ぐ
ら
い
ま
で
、
み
こ
し
を
か

つ
ぐ
練
習
を
し
ま
し
た
。
二
時
五
十
分
に
滝
川

公
園
を
出
発
し
て
天
神
橋
筋
商
店
街
～
五
丁
目

の
中
間
ぐ
ら
い
ま
で
行
っ
て
、
僕
ら
の
お
み

こ
し
を
か
つ
ぐ
ペ
ー
ス
が
早
か
っ
た
の
で
す
。

ギ
ャ
ル
み
こ
し
を
通
り
過
ぎ
た
後
に
、
お
み
こ

し
を
か
つ
い
で
神
社
へ
よ
っ
て
、
滝
川
公
園
に

着
き
ま
し
た
。
少
し
暑
か
っ
た
で
す
。
又
、
来

年
も
お
み
こ
し
を
、
か
つ
ぎ
た
い
で
す
。

㈱
三
橋
商
会�

与
那
嶺　

修

　

子
供
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
き
ま
し
た

「
天
神
祭
」
に
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

形
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
感
慨
深
い
思
い
が

し
ま
し
た
。
当
た
り
前
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ゴ

ミ
箱
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ

て
い
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
驚
き

ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

で
き
、
こ
れ
か
ら
は
な
お
一
層
街
の
美
観
を
き

れ
い
に
保
と
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
古
い
歴
史
を
も
つ
「
天
神
祭
」
に
関
わ
る

機
会
が
あ
る
な
ら
、
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

エ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
大
阪
知
的

障
害
者
雇
用
促
進
建
物
サ
ー
ビ
ス
事

業
協
同
組
合
）
の
皆
さ
ん
か
ら
も

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
�

エ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
わ
ら
し
べ
会�

�

�

南�

部�

泰�

巳

　

天
神
祭
り
の
お
神
輿
担
ぎ
手
に
初
め
て
参
加

し
ま
し
た
。
担
ぎ
方
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
拍

子
木
を
た
た
き
ま
し
た
。
ギ
ャ
ル
神
輿
を
見
ま

し
た
。
暑
く
て
大
変
で
し
た
が
楽
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

エ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー�

�

あ
ま
み
・
ピ
カ
イ
チ　
　
　

前�

田�　

�

海

　

七
月
二
十
四
日
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
暑
か
っ

た
け
ど
始
め
て
経
験
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

エ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー�

�

あ
ま
み
・
ピ
カ
イ
チ　
　
　

片�

本�　

�

進

　

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
っ
た
が
、
単
な
る
清
掃
を
す
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
た
が
、
ゴ
ミ
箱
作
り
が
中
心
で
本
当

に
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

初
め
て
参
加
し
て
み
て
い
ろ
い
ろ
勉
強
に

な
っ
た
楽
し
い
思
い
出
、
つ
ら
い
思
い
出
も
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
、
私
に
と
っ
て
は
過
去
ビ
ル
メ

ン
業
務
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
こ
ん
な

に
早
く
終
わ
っ
た
。

　

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
来

年
こ
そ
は
最
後
ま
で
や
る
ぞ
！　

と
思
う
の
だ

が
来
年
は
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
る
の
だ
ろ
う

か
…
。

　

伝
統
の
天
神
祭
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
翌
日
の
花
火
き
れ

い
だ
っ
た
な
。

エ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー�

�

あ
ま
み　
　
　
　
　
　
　
　

嶋�

﨑�

房�

世

　

今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
凄
く
楽
し

い
時
間
と
体
験
を
さ
せ
て
頂
け
た
事
、
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
来
年
も
又
、
参
加
さ
せ
て
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
こ
う
い
っ
た
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
も
っ
と
沢
山
あ
れ
ば
（
で
き
れ
ば
）
良
い

と
思
い
ま
す
。

エ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー�

�

あ
ま
み
・
ピ
カ
イ
チ　
　
　

菅�

原�

和�

也

　

さ
い
し
ょ
の
時
に
は
じ
め
て
や
か
ら
な
に
も

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
み
ん
な
で
ダ
ン
ボ
ー
ル

は
こ
つ
め
を
や
り
ま
し
た
。
あ
つ
い
な
か
で
汗

を
び
っ
し
ょ
り
な
り
な
が
ら
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
や
り
ま
し
た
。

※
以
下
の
皆
様
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
感

想
文
は
、
誌
面
の
都
合
上
Ｏ
Ｂ
Ｍ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
手
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
左
記

ア
ド
レ
ス
よ
り
ご
覧
下
さ
い
ま
せ
。

　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
b
m
.
o
r
.
j
p
/

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク

　

窪
田
栄
二
、
森
田
茂
夫
、
井
上
英
規

　

近
澤
康
人
、
竹
内
弘
明
、
石
谷　

望

　

竹
内
公
一
、
高
木　

均
、
坂
田
正
路

　

水
口
伸
之
、
小
澤
孝
治
、
近
藤
充
弘

　

西
野　

豊
、
山
本
英
明
、
西　

ひ
と
み

　

久
木
野
浩
之
、
岡
村
美
恵
、
鳶
巣
有
二

　

北
畠
勇
二
、
増
田
浩
彬
、
矢
口
尚
美

　

古
川
将
丈
、
溝
呂
木
晶
晴
、
五
藤
隆
行

　

井
上
宏
樹

㈱
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ

　

吉
田　

優
、
弘
中
晴
菜
、
豊
田
美
波
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　～港町　神戸について～

　私は生まれも育ちも神戸市で、今現在

も神戸市に居住している、生粋の神戸っ

子です。

　神戸市は平成28年５月時点で人口153

万超の政令指定都市で、海運貿易におい

て日本屈指の規模を誇ります。

　主な産業として、鉄鋼・造船・ゴム製造・

真珠加工・酒造、神戸牛等があり、近年

では医療産業に力を注いでいます。

　北は六甲山・摩耶山、南は瀬戸内海に

挟まれており、特に六甲山・摩耶山から

見下ろす夜景は、“1,000万ドルの夜景”

と言われ、日本三大夜景の一つとして数

えられるほどの美しさです。

　さて、「神戸」という地名は、現在の

三宮・元町周辺に古くから生田神社の神
じん

封
ぷ

戸
こ

の集落があった事が由来となってい

ます。神封戸とは、租税や課役を神社に

納めたり、祝
ほうり

などの役職を務める事で神

社に奉仕した住民の事です。

　明治初期までは、現在の須磨区と垂水

区の区境で、東は摂津国、西は播磨国に

分かれていましたが、1888年制定の市制

により、1889年（明治22年）に神戸市と

命名されました。

　港町として有名な神戸ですが、その歴

史は平清盛により福原京計画時の貿易拠

点として整備され、大輪田泊と呼ばれ発

展した事が始まりだと言われています。

　1858年の日米修好通商条約締結によ

り、1868年に事実上の開港場となり、外

国人居留地や港が造られ、1879年に勅令

により「神戸港」となり、以降、1990年

代初頭にかけて東洋最大の港湾都市とし

て、貿易だけでなく鉄鋼・造船等の工業

も発達し、日本有数の工業地帯として発

展していきました。

　古くから海運貿易を中心に栄えた神戸

は、異国の文化や産業の発信地でもあり、

ボクシング・ゴルフ・野球・ラグビー・

フットボール・スキー・スケート・マラ

ソンと言ったスポーツや、ＪＡＺＺ・サ

ンバ・洋服・コーヒーと言った文化や産

業等は、諸説ありますが、神戸が発祥と

言われています。

　こうしてマイホームタウンを調べてみ

ると、学生時代に社会科の授業で習った

事ばかりだと気付きましたが、それだけ、

近代日本における神戸の重要性が高かっ

たのだと思います。

　最近はＳＮＳの普及に伴い、歴史や成

り立ちが簡単に調べられるようになりま

したが、機会があれば、自分の足で地元

の歴史巡りをするのも面白いかも知れま

せん。

　皆さんも一度、縁のある地に関する歴

史や成り立ちについて調べてみてはいか

がでしょうか。

　きっと新たな発見があると思います。

� （Ａ・Ｓ）　

8月 25 木

26 金 貯水槽清掃作業従事者研修　　　　ビル設備管理技能検定受検準備講習1・2級学科

27 土 ソフトボール大会（３日目　万博公園スポーツ広場）

28 日
ソフトボール大会（４日目　万博公園スポーツ広場）
ビル設備管理技能検定(1級実技ペーパー／１・２級学科）

29 月

30 火 ＫＫＣ経営戦略セミナー(新大阪丸ビル新館602号室)

31 水 ビルメンテナンスロボットマッチング会　　　ＫＫＣ警備員現任教育

9月 1 木 ハウスクリーニング技能検定受検準備講習（～7日）

2 金 理事会

3 土

4 日

5 月 労務委員会　　　インペクＰ移行講習（大阪国際会議場）

6 火 環境衛生委員会　　　インペクＭ移行講習（大阪国際会議場）

7 水

8 木 ビルクリーニング部会研修旅行（神奈川、～９日）

9 金 KKC警備員現任教育

10 土

11 日

12 月 警備防災部会　　第２回エコチューニング技術資格者講習会（新大阪丸ビル別館）

13 火 サービスマーク書類作成説明会　　　　　　　　〃

14 水 ＫＫＣ警備員現任教育　　　　　　　　　　　　　　〃

15 木 経営委員会／マナー講習　　　ビルクリーニング部会

16 金 労働衛生大会（ドーンセンター）　　ＫＫＣ第二種電気工事士受験対策講座（筆記）

17 土

18 日

19 月 敬老の日

20 火

21 水 総務友好委員会／賛助会世話人会　　広報委員会　公益事業委員会　設備保全部会

22 木 秋分の日

23 金

24 土

ＯＢＭ行事予定

ＫＫＣお薦め講習会（９月）

　９月実施予定のＫＫＣ主催の講習会は次のとおりです。受講希
望の方は、申込書をＫＫＣホームページ（http://www.bmkkc.
or.jp/）よりダウンロードし、必要事項をご記入の上、ＦＡＸに
てお申込みください。定員になり次第締め切らせていただきます
ので、お早めにお申込みくださいますようお願い申し上げます。

●平成28年度[前期]　警備員現任教育
　「警備業法等の解釈運用基準」に規定された部外実施教育とし

て警備業者に代わり実施する、警備業法に定められた現任教育で

す。修了者には「教育実施証明書」を交付します。

＜日　時＞９月14日（水）９時～18時

＜会　場＞新清風ビル（中津）講習会場

＜対　象＞�施設警備業務を担当する現任警備員（機械警備業務を

除く）

※�平成28年度後期教育は平成29年２月に１回・３月に２回を予定

しています。（９時～18時、新清風ビル）

～ＫＫＣ新刊書籍のご案内～
改訂版『ホテルルームメンテナンスマニュアル』

　ホテルルームメンテナンスに携わる方々

に、技術・技能を高め、快適な客室環境創

りを進めていただくことを目的に、「ホテ

ルルームメンテナンスマニュアル」の改訂

版を発刊しました。　

【著者】�井村�日登美（ホスピタリティ研究所

「エイチ・ワン」）

【価格】3,700円＋税

　　　（ＫＫＣ正会員価格／送料別）

【仕様】Ａ４判・128ページ（オールカラー）

　毎年ご好評をいただいております『ビルメン手帳2017』

を今年も発行いたします。2017年のビルメンオリジナル

ページは、作業の仕上がり状態や、マナー、身だしなみな

どについて、クリーンクルー自身が日々の業務の中で使え

るチェック表をコンパクトにまとめました。日々のセルフ

チェックで、業務の品質向上、クリーンクルー自身のレベ

ルアップがさらに期待でき、顧客満足(ＣＳ)にもつながり

ます。企業の飛躍に向けて、2017年も引き続きこの手帳を

ご活用ください。

【価格】650円（ＫＫＣ会員価格・税込／送料別）

【仕様】NOLTYセレクトＳ４使用

　　　�150mm×90mm／176頁／黒ビニール張

申込・問合先：一般社団法人関西環境開発センター（ＫＫＣ）

　　　　　　　　教育訓練部

　　　　　　　　　電　話：０６－６３７２－９１２３

　　　　　　　　　ＦＡＸ：０６－６４５０－８０３８

　　　　　　　　　E-MAIL：bmkkc@swan.ocn.ne.jp

　　　　　　　　　URL：http://www.bmkkc.or.jp/


